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と
し
は
、
固
定
資
産

税
川
川
の
基
準
年
度
に
あ
た

り
ま
す
の
で
、
土
地
と
家

照
の
一
川
側
替
え
が
行
な
わ

れ
ま
し
た
。
と
く
に
土
地

は
六
年
ぶ
り
の
評
価
替
え

に
よ
り
‘
宅
地
な
ど
の
評

例
制
が
か
な
り
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た。

こ
れ
に
よ
っ
て
税
負
担
が
大
幅

に
ア

ッ
プ
さ
れ
る
人
も
あ
り
ま
す
の
で
、
今
国
会
に
お
い
て
新
た
に
負
担

澗
燃
川
闘
が
と
ら
れ
ま
し
た
。
つ
ぎ
に
、
ど
の
よ
う
に
固
定
資
雌
税
の
算

川
が
行
な
わ
れ
る
の
か
簡
単
に
泊
明
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

ー
ー
ー

宅

地

な

ど

大

幅

に

上
昇

印刷 三和印刷株式会社

人口のうごき げ月末)

11'1:指数 11.572i時

人11 男 22.590人

女 24.600人

(列) (女)

Hj生 37 28 
死亡 19 14 
転入 97 75 
iI~Hj 219 207 

報
〈
土
地
評
価
額
の
上
昇
割
合
は
〉

ζ

の
一川
側
替
え
に
よ

っ
て
、
本
市

の
土
地
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
た
か
、

附
和
初
年
度
を
基
準
に
し
て
、
平
向

上
川
川
合
を
地
目
別
に
み
ま
す
と
、

次
の
よ
う
な
倍
率
に
な
り
ま
す
。
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を
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ー司 45.5. 1 
〈
負
担
調
整
措
置
は
〉

こ
の
よ
う
に
評
価
額
が
相
当
ふ
え

て
税
引
仰
が
多
く
な
り
ま
す
の
で
、

そ
の
向
衡
化
を
は
か
つ
て
行
く

た

め
、
九
川
担
調
整
仙
川
置
が
講
じ
ら
れ
て

お
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
一北
側
替
え
に
よ
っ
て
税

が
い
ち
ど
に
ふ
え
な
い
よ
う
に
毎
年

少
し
ず
つ
調
燃
を
と
っ
て
い
く十
刀
法

で
、
犯
年
度
評
価
翻
を
基
唯
に
、
そ

の
上
昇
率
に
応
じ
て
税
額
を
加
算
し

て
行
く
も
の
で
、
乙
の
調
整
訓
合
は

①
表
の
と
お
り
で
す
。

〈
宅
地
な
ど
固
定
資
産
税
の
算
出
〉

の
年
度
の
宅
地
な
ど
の
回
定
資
・
佐

川悦
は
、
各
乍
ご
と
に
新
評
価
額
で
計

鈍
し
た
税
一織
が、

科
年
度
分
の
課
税

M
M
準
額
に
、
負
担
調
整
率
を
乗
じ
て

得
た
税
額
を
こ
え
る
と
き
、
負
担
調

盤
税
額
に
よ
っ
て
固
定
資
産
税
が
課

脱
さ
れ
ま
す
。

た
と
え
ば
、
犯
年
度
に
三

・
三
平
一

万
M
(
一
一伴
)
あ
た
り
百
円
に
評
側
一

さ
れ
て
い
た
宅
地
が
、
犯
年
度
の
評
一

側
替
え
で

一
千
円
に
な
り
、
何
年
度
一

に
は
五
千
円
に
評
価
さ
れ
ま
し
た
。
一

こ
の
場
合
、
三
百
三
十
平
方

M
(百
一

坪
)
の
地
積
に
対
す
る
固
定
資
産
税
一

は
①
表
の
よ
う
に
計
算
さ
れ
ま
す
。
一

@
犯
年
度
は

一
万
円
の
評
側
額
で
そ

の
は
一川
の
税
額
が
百
六
十
円
。

@
鈎
年
度
の
評
価
替
え
で
十
万
円
の

-

汗
側
額
と
な
り
、
い
っ
き
ょ
に
十
倍

に
な
っ
た
の
で
、
急
激
な
増
加
を
な

く
す
た
め
酋
定
措
置
が
と
ら
れ
、
前

年
の
二
O
軒
増
に
な
る
。

。
引
年
度
か
ら
は
負
担
調
都
抗
世
が

と
ら
れ
、
初
年
度
に
く
ら
べ
評
側
額

の
上
昇
率
が
三
倍
未
満
の
と
き
H

税

制
が
毎
年

一
O
計

三
i
八
倍
H
何
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本
市
で
は
、
日
座
以
降
に
よ
る
納

税
を
す
す
め
て
お
り
ま
す
が
、
そ
の

手
続
き
な
ど
に

つ
い
て
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

マ
口
座
振
替
と
は

税
金
の
納
期
が
き
ま
す
と
、
そ
の

つ
ど
金
融
機
関
の
窓
口
へ
出
か
け
て

八
名
の
審
議
会
委
員
を
選
挙

ー
加
積
地
区
土
地
区
画
整
理
審
議
会
|

正
く

改

ら

い
L

ひ

ザ
会

均

議

LV
Z
T

一
寸
J

ノ
/
一μ

↓円

引

時

市
臨

関
か
ら
み
な
さ
ん

へ
直
接
送
付
さ
れ

一

納
税
額
も
す
ぐ
わ
か
り
ま
す
。

一

マ
口
座
振
替
で
き
る
税
金
は

一

同
定
資
産
税
、
市
県
民
脱
(
特
別

一

徴
収
分
を
除
く
)
般
自
動
車
税
、
国

一

以
他
民
保
険
税
で
す
。

一

に
朱
金
の
手
数
も
な
く
な
り
、

た
い

へ
ん
便
利
に
な
り
ま
す
。

マ
口
座
振
替
を
利
用
さ
れ
た
と
き

納
税
通
知
古
は
、
み
な
さ
ん

へ
送

付
さ
れ
ま
す
か
ら
、
い
ま
ま
で
ど
お

り
い
く
ら
税
金
が
か
か
っ
て
い
る

か
わ
か
り
ま
す
。
領
収
書
は
会
制
機

騒ぎ
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①~<税の算山方法 (例)
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納
付
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
円

陸
振
替
を
利
用
さ
れ
ま
す
と
、
預
金

円
出
か
ら
自
動
的
に
税
金
が
差
し
引

か
れ
ま
す
の
で
、
納
め
忘
れ
や
納
め

る
手
数
が
は
ぶ
け
ま
す
。
納
税
貯
部

組
合
の
あ
る
地
区
で
は
、
納
期
ご
と

選
挙
場
、
投
票
時
間
な
ど
の
公
告
M

m日
マ
投
票
日
(
即
日
開
票
)
日

行
日墓

碑

の

所

有

者

は

届
け
出
を
・

.

.
 

加
積
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業
地

区
内
に
、
山部
碑
を
所
有
ま
た
は
管
理

し
て
い
る
人
、
お
よ
び
そ
の
基
仰
の

紙
故
者
は
、
次
の
事
項
を
都
市
計
画

訓
へ
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。
ま
た、

必
仰
の
所
有
者
が
遠
方
に
お
い
で
の

人
は
、
連
絡
な
ど
も
あ
り
ま
す
の
で

魚
津
市
内
に
居
住
し
て
い
る
人
を
代

即
人
と
し
て
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

①
叫ん亡
者
の
本
籍
、
氏
名
、
性
別
(

必
庄
の
場
合
は
父
母
の
木
知
氏
名
)

①
死
亡
年
月
日
(
死
産
の
場
合
は
分

ベ
ん
年
月
日
)
①
埋
葬
ま
た
は
火

作
の
年
月
日
と
場
所
④
届
出
人
と

死
亡
者
と
の
続
柄
①
所
有
者
お
よ

び
届
出
人
の
住
所
、
氏
名
、
ん門品

開

名
、
溢
碑
の
所
在
地
、
電
話
番
号
な

ど。

。

。

。
。

魚

津

駅

前

広

場

近

く

完

成

国
鉄
魚
津
駅
前
広
場
の
造
成
工
事

は
昨
年
末
か
ら
は
じ
め
ら
れ
て
い
ま

し
た
が
近
く
完
成
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
同
広
場
は
五
千
四
百
平
方

M
で
、
中
央
の
、
グ
リ
ー

ン
ベ
戸
ト
を

は
さ
ん
で
、
長
さ
二
十
八

M
、
幅
凶

M
の
二
つ
の
歩
道
が
あ
り
、
北
側
に

は
パ
ス
乗
り
場
や
蛍
業
車
駐
車
場
、

出
側
に
は
パ
ス
降
り
場
や
自
家
用
車

恥
車
場
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
ほ
か
消

叶
装
置
も
三
百
六
十
万
円
で
と
り
つ

け
ら
れ
、
延
長
七
百

M
に
わ
た
り
配

水
位
が
埋
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

(び
真
H
完
成
近
い
駅
前
広
場
)

臨
時
市
議
会
は

4
月
お

日
ひ
ら
か
れ
、

市
税
条
例

の
改
正
な
ど
二
議
案
が
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

市
税
条
例
の
改
正
は、

地
方
税
法
改
正
に
と
も
な

う
も
の
で
、
個
人
の
市
民

税
で
は
障
害
者

・
老
年
者

・
寡
婦

・
末
成
年
者
の
非

諜
税
の
範
囲
を

三
十
二

万
円
に
、
ま
た
法
人
の
市

以
税
で
は
、

法
人
税
割
の
税
率
を
百

分
の
九

・
七
に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

固
定
資
産
税
で
は、

評
価
替
え
に

と
も
な
う
税
負
担
の
調
整
を
は
か
る

た
め
、
上
昇
率
二
十
五
倍
以
上
の
宅

地
な
ど
の
負
担
調
強
率
を
一

・
凶
に

さ
れ
ま
し
た。

市
で
は

医
師
に
よ

る
健
康
相
談
を
毎
月
第
二
水
曜
日
に

午
後
1
時
か
ら
3
時
ま
で
市
役
所
保

健
室
で
ひ
ら
い
て
い
ま
す
。

5
月
の
相
談
日
は
日
日
で
、
医
師
は

青
木
先
生
で
す
。

該
当
者

一

は
①
昭
和

一

糾
年

1
月

一

1
日
か
ら
判
年
ロ
月
別
日
ま
で
に
生

「
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予
防
注
射

乞
検
診

ま
れ
た
お
子
さ
ん
:
・三

回

接

種

①

そ
れ
以
前
に
生
ま
れ
ま
だ
三
回
注
射

を
受
け
て
い
な
い
お
子
さ
ん
・
:
三
回

①
昨
年
三
回
注
射
を
受
け
、
免
疫
と

な
っ
た
人
・:
一
回

地
区

一

回

二
間

三

回

道
下、

片
貝
、
上
野
万
、
加
杭

R
d
田
町

a
u回
n

t

u

園
町

1
日

1
田

辺
日

大
町
、
経
出
、
松
倉

4
日

2
円

お
日

本
一札
、
西
布
施
、
天
神

7
日

3
日

引

け
田

村
木
、
住
古
川
、
上
中
島

什
日

4
日

お
日

マ
場
所
H
道
下
肢
協
駅
前
会
航

マ
時
間
H
午
後

1
i
2
時

マ
料
金
H

一
回
百
円

子
宮
ガ
ン
の
早
期
発

見
を
目
的
に
検
診
を
行

な
い
ま
す
。
検
診
希
望
者
は

5
月
内

日
ま
で
市
保
険
衛
生
諜
へ
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。
定
員
に
な
り
次
第
締

め
切
り
ま
す
。

マ
検
診
日
H
6
月
!
日
(
月
)

マ
場
所
H
道
下
公
民
館
(
午
後
1
時

i
1時
初
分
)

日
カ
青
島
会
館

(

午
後
2
時
1
3
時
)

マ
人
員
H
七
十
名

マ
料
金
日
三
百
五
十
川

婦
人
検
診

こ
と
し
か
ら
い

ま
ま
で
の
検
診
方

法
を
改
め
、
満
三

肢
の
お
誕
生
の
月
に
検
診
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
昭
和
制

年
8
月
1
日

i
位
年
4
月
初
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
人
は、

5
月
と
6
月
に

行
な
い
ま
す
。

そ
し
て
位
年
5
月
生
ま
れ
の
人
か

ら
お
誕
生
検
診
と
し
、
毎
月
第
三
火

限
日
に
行
な
い
ま
す
。
場
所
は
魚
津

保
健
所
で
、
時
間
は
午
後

1
i
3時

ま
で
で
す
。

八
検
診
日
程

V

V
5
月
7
日
H
位
年
4
月
生
ま
れ

マ
同
日
日
引
年
8
月

i
9月
生
ま
れ

マ
同
日
u
mH
年
5
月
生
ま
れ

マ
m
m

日
H
引
年
叩
月

i
ロ
月
生
ま
れ

マ

5
月
2
日
日
川町
年
1
月
生
ま
れ

マ

8
日
日
位
年
2
月
生
ま
れ

マ
日
日

H
mt
年
6
月
生
ま
れ

お
日
H
mH
年

3
月
生
ま
れ

三
歳
児
検
診

の

変

更

医
師
に
よ
る
健
康
相
談

どど 3
とも 日
にの は
国日 jg
旗 で 法
をす記
か。念

か祝日
げ 日
まに 5
しは日
よ ‘は
う戸乙
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く
だ
さ
い
。
(
①
H

川
悦
附
日
と
問

問

①

H

会

出

①

H

誹
川
の
.
肌
)

wv
料
mH
H
①
月
・水
・木
・合
・土
似
日

午
後
6
時

①

一
千
円
①
沢
多
山
利

V
お
茶
H
①
月
雌
日
午
後
7
時

①

一
千
二
百
円

①
以
治
子

V
生
け
化
H
①
月
間
地
H
午
後
7
川

①
二
百
円
材
料
実
践
①
野
川
初
枝

V
川

μリ
①
水
眼
目
午
後
7
時

①

①
二
百
円

①

沢

川
判
雌

一

v
u
J
道
H
①
金
附
日
午
後
7
川

一

①

宵

円

①

林

満

↑

こ
の
ほ
か
に
美
容
保
健
体
版
、
ボ

一

球
、
尺
八、

ボ
デ
l
ピ
戸
な
ど
の
ク

一フ
プ
活
動
へ
も
入
会
で
き
ま
す
。

一

八
5
月
の
行
事
予
定
〉

一

マ
刻
腿
ソ

フ
ト
ポ
l
y
大
会
H
5
月

一

目
日
午
後
1
時
か
ら
市
営
古
川
グ
ラ

一

ンげ
「

-

マ
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
の
集

一

い
H
5
月
6
日
午
後
7
時

一

か
ら
背
少
年
ホ
l
ム

ホ
ー
ム
の
開
館
時
間
は

一

平
日
午
後
ロ
附
叩
分

i
午

一

後
9
時
ま
で
、
日
間
山
祭
日

は
午
前
川
時
叩
分
J
午
後

7
附
で
、
休
館
日
は
毎
週

火
曜
日
と
祝
祭
日
の
翌
日

で
す
。

i万9千人が利用
一周年を迎えた

勤労青少年ホーム

二
百
円
①
石
本
不
三

V
人
形
H
①
木
曜
日
午
後
6
時
犯
分

①
二
百
円
材
料
実
費
①
小
野
あ
や

子V
着
物
着
付
け
H
①
金
曜
日
午
後
7

川

①

主

百
円

①
向
山
治
子

V
写
真
リ
①
土
眼
目
午
後
7
時

①

百
円
①
白
川
重
吾

V
ギ
タ

l
u
①
木
曜
日
午
後

7
W

発ITi 3種郵便物認可

水
が
ぬ
る
む
と
と
も
に
、
こ
と
し

も
民
繁
則
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
子

ど
も
た
ち
は
、
あ
た
た
か
い
日
ざ
し

を
う
け
て
、
小
川
や
間
以
業
用
水
で
の

水
遊
び
、
魚
と
り
な
ど
を
楽
し
む
よ

う
に
ぷ
り
ま
す
。

い
っ
ぽ
う
民
繁
則
の
仕
事
に
追
わ

れ
、
つ
い
子
ど
も
さ
ん
か
ら
目
を
は

な
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め

子
ど
も
の
ひ
と
り
遊
び
が
多
く
な

り
、
水
の
事
故
が
ふ
え
る
の
も
乙
の

こ
ろ
か
ら
で
す
。

飢
出
警
察
署
管
内
で
は
、
昨
年
、

一一.人
の
小
さ
い
子
ど
も
さ
ん
が
ぷ
の

版
作
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
う
ち

一
人
は
削
ま
で
流
れ
、
現
在
ま
だ
行

万
小
川
で
す
。
こ
れ
ら
の
被
需
新
は

い
す
れ
も
家
の
近
く
の
円
以
業
用
水
に

桝
ち
た
も
の
で、

お
と
な
た
ち
が
も

う
少
し
%
を
つ
け
て
い
れ
ば
、
死
亡

し
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
ぶ
故
ば
か

り
で
す
。

子
ど
も
さ
ん
を
水
の
中
故
か
ら

γ

る
た
め
、
次
の
ζ

と
に
ど
注
一訟
く
だ

さ
い
。

マ
・・・
ふ
だ
ん
子
ど
も
の
遊
ぶ
場
所
を
決

め
て
お
き
、
小
さ
い
子
ど
も
さ
ん
は

親
の
同
の
と
ど
く
と
こ
ろ
で
遊
ば
せ

る。

マ
:
・
段
繁
期
の
た
め
、
仕
事
が
忙
が
し

く
ど
う
し
て
も
子
ど
も
が
一
人
遊
び

す
る
機
会
が
多
く
な
る
の
で
、
隣
り

近
所
と
州
談
し
、
一父醤
で
子
ど
も
を

川
守
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

V
:
・危
険
な
用
水
、
刷
、
池
な
ど
に
安

全
さ
く
や
ふ
た
を
と
り
つ
け
る
。

V
:
・内
と
り
や
水
遊
び
に
は
、
必
ず
泳

ぎ
の
で
き
る
人
が
つ
き
そ
っ

て
行
く

県
の
交
通
事

故
巡
川
相
談
が

次
の
よ
う
に
開
催
さ
れ
ま
す
。
部
故

の
と
と
で
お
困
り
の
問
題
が
あ
り
ま

し
た
ら
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

マ
:・
州
談
日

H
5
月
怨
日

(
金
)
午
前

叩
時
か
ら
午
後
3
時
ま
で

マ
・・・場
所
H
魚
津
市
役
所
市
民
謀

交
通
事
故
相
談

〈
写
点
目
上
は

一
川
年
の

つ
ど
い
で
コ
ー
ラ
ス
を

楽
し
む
粁
人
た
ち
下

は
お
茶
を
た
し
な
む
人

た
ち
〉

現
紅
、
心
身
・陣
内
者
を
扶
養
し
て

い
る
人
が
い
ち
ば
ん
心
配
さ
れ
て
い

る
と
と
は
、
そ
の
扶
養
者
が
万

一
死

亡
し
た
り
、
病
気
に
な
っ
て
心
身
障

害
者
を
扶
養
で
き
な
く
な
っ
た
と
き

の
こ
と
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

そ
こ
で
心
障
者
の
将
来
に
つ
い
て

心
配
を
抱
い
て
お
ら
れ
る
扶
養
者
の

人
た
ち
が
お
互
い
の
共
済
制
度
に
よ

っ
て
、
心
障
者
に

一
定
の
年
金
を
生

涯
を
通
じ
て
支
給
し
、
生
活
の
安
定

を
保
障
し
よ
う
と、

出
山
県
心
身
障

害
者
扶
養
共
済
制
度
が

4
月
か
ら
発

足
し
ま
し
た。

マ
加
入
で
き
る
人

県
内
に
住
所
を
有
し
て
い
る
扶
養

者
で
、
年
齢
が
二
十
歳

i
四
十
五
歳

未
満
の
人
。
た
だ
し
悶
和
何
年
度
に

か
ぎ
り
六
十
五
歳
末
満
の
人
。

マ
扶
養
す
る
心
身
障
害
者
と
は

①
精
神
薄
弱
者

(知
能
が
低
く
十
歳

l
十
二
歳
程
度
の
知
能
し
か
な
い
も

の

)

①

身
体
障
害
者
(
一
級

i
三

級
)

①
精
神
ま
た
は
身
体
に
永
続

的
な
障
害
を
有
す
る
人

マ
掛
金
の
制

(月
割
〉

.
扶
益
者
が
三
十
五
歳
未
満
の
と
き
一

千
円

・
三
十
五
蔵
以
上
川
十
五
歳

未
満
一
千
三
百
円

・
間
十
五
歳
以

上
一
千
五
百
円

マ
年
金
の
支
給
額

大
漁
旗
を
な
び
か
せ

さ
け
ま
す
漁
船
出
港

中
部
千
島
以
間
海
域
へ
出
航
す
る

さ
け
ま
す
漁
船
は
魚
毘
地
に
集
結
し

て
い
ま
し
た
が
、
4
月
幻
目
、
門
家
族

や
小
学
校
児
童
ら
た
く
さ
ん
の
川
送

り
を
受
け
て
、
北
海
道
花
咲
地
へ
向

け
出
発
し
ま
し
た
。

乙
の
日
魚
津
市
か
ら
は
第
口
市
山

丸
、
第
8
久
古
門
丸
、
第
加
・
お
珠
の

削
丸
、
第
8
白
州

丸
、
加

幻
有
機

丸
、
節
目

-m美
登
丸
の
八
笠
が
川

地
し
ま
し
た
。
(写
長
日
た
く
さ
ん
の

見
送
り
を
受
け
出
港
す
る
出
漁
船
)

市
民
交
通
傷
害
保
険
に
ご
加
入
を

何
年
度
分
の
市
民
交
泊
似
内
保
険

は
4
月
か
ら
実
施
し
て
お
り
ま
す

が
、
ま
だ
加
入
し
て
い
な
い
人
は
で

き
る
だ
け
早
く
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

掛
け
金
は
一
人
月
四
十
円
で
す
。
お

巾
し
込
み
は
、
印
鑑
と
掛
け
金
お
持

ち
の
う
え
市
役
所
市
民
課
へ
。

ハ
μ
例
年
度
傷
害
保
険
の
収
支
状
況
〉

何
年
3
月
末
に
お
け
る
山
凶
交
通

似
山
保
険
の
状
出
は
次
の
よ
う
に
な

っ
て
い
ま
す
。

加
入
者
は
六
下
円
九
十
川
人
で

似
険
料
収
入
は
二
百
二
十
二
が
五
千

八
百
八
十
円
、
い
っ
ぽ
う
見
針
金
は

一

百
二
卜
六
万
二
千
円
支
山
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
内
訳
は
、
死
亡
一
件
五
卜

川
円
、
傷
山
山
六
か
月
以
上
=一
件
三
十

一

万
川
、
川
一一
.
か
月
以
上
-五
件
二
十
一丸

刈
円
、
川

一
か
月
以
上
七
件
十
凶
万

一

円
、
同

一
脳
間
以
上
十
川
件
七
-hμ

一

円
、
同

一
週
間
末
尚

一
件
二
千
円
と

一

な
っ
て
い
ま
す
。

一

出

生

・

死

t
・

死

産

届

1
1
1

わ
ら
び
、
ぜ
ん
ま
い
一

一
・意

〉
…

な
ど
山
菜
採
り
を
楽
し

一

改

正

さ

れ

る

一
主

一
は

む
人
が
年
々
ふ
え
て
お

一

円
、

J

~

際

-

出
生
、
死
亡
し
た
と
き
や
死
産
し

一
こ

一
の

り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
一

た
と
き
の
届
け
出
は
、
い
ま
ま
で
そ

一
に

〈
り

好
天
続
き
で
フ
エ
ン
現
一

の
発
生
し
た
市
町
村
役
拐
へ
す
る
こ

一
事

一
と

象
、
異
常
乾
燥
に
よ
る

一

J

一

一

菜

と
に
な

っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

白
木

一
山

山
火
事
が
お
き
ま
す
の

一

と
と
し
の
4
月
か
ら
届
出
者
の
利
便

一
山

〉

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

一

を
は
か
る
た
め
、
次
の
よ
う
に
ど
乙
一J
J
ょ
l
マ
・:
異
常
乾
燥
注
意
報
の

一

で
で
も
届
け
出
が
で
き
る
よ
う
に
な

一

発
令
中
は
、
絶
対
に
山
火
を
扱
わ
な

一

り
ま
し
た
。

一

い
こ
と
。

一

・
出
生

・
死
亡
の
と
き
H

事
件
本
人
の

一
マ
・:
注
意
報
が
出
さ
れ
な
く
て
も
、

湿

一

本
籍
地
ま
た
は
届
出
人
の
所
在
地
の

一

度
が
四

or以
下
に
な
れ
ば
、
延
焼一

ほ
か
、
功
件
発
生
地
で
届
け
出

一

速
度
が
大
き
く
な
り
、
危
険
状
態
に

一

・
死
産
の
と
き
H

届
出
人
の
所
在
地
ま

一

な
り
ま
す
。
火
気
の
取
り
扱
い
は
厳

一

た
は
事
件
発
生
地
で
届
け
出

一

重
に
注
意
す
る
と
と
。

な
お
、

一
戸
籍
や
そ
の
ほ
か
の
諸
説

一
マ
・:
た
き
火
の
跡
始
末
を
忘
れ
な
い
。

明
の
急
用
を
要
す
る
と
き
は
、
直
駿

一
マ
・:
た
ば
と
の
吸
い
が
ら
は
必
ず
も
み
一

法
当
す
る
市
町
村
役
場
へ
届
け
出
て

一

消
す
乙
と
。

く
だ
さ
い
。

一
一〉
:
・火
入
れ
の
許
可
は
必
ず
受
け
る
。

一

0

0

0

勤
労
青
少
年
ホ
l

一

母

子

相

談

員

が

常

駐

一

市
内
の
住
居
表
示
は
、
経
引
地
区

・・

0

ム
で
は
、
5
月
は
日

一

と
火
災
復
興
区
域
が
実
施
さ
れ
、
新

ド

ベ

一
か
ら
毎
週
月
限
日
、

-

県
で
は
母
子
世
的
の
相
談
や
指
導
一
し
い
住
所
に
変
わ
っ
て
い
ま
す
。

-

日

iw，
o

ホ
l
ム
事
務
室
で
、

一

の
た
め
、
母
子
相
談
員
を
派
迫
し
て
一

マ
郵
便
の
住
所
が
正
し
く
苦
か
れ
て
い

J

3

-

調
佳
代
U

教
育
相
談
を
ひ
ら
き

-

い
ま
す
が
、

m津
市
の
州
談
員
は
、

一

な
い
た
め
、
注
出
人
民
し
と
な
る
も

i

F

-

i
一市川

崎

ま

す
。

・

い
ま
ま
で
他
の
市
と
兼
務
し
て
い
た

一

の
や
迷
い
子
と
な
る
も
の
が
、
な
ん

J
P

-

月
制
掛

川

子

ど

も

さ

ん

の
し

一

た
め
、
週
三
回
だ
け
相
談
日
が
設
け

一

と
全
国
で
一
日
に
一
一
十
四
万
通
に
も

週

刊

日

つ

け

、学
業
、交
友
、

一

ら
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
4
月

一

お
よ
ん
で
い
ま
す
。

4F
o

性
幡
、
親
子
関
係
な

一

か
ら
魚
津
市
専
問
の
利
談
員
が
お
か

一

l
i
a
i
-
-
I
l
l
i
-
-
I
l
-
-

毎

教

一

ど
、
家
庭
教
育
に
関

一

れ
る
ζ

と
に
な
り
ま
し
た
o

相
談
以

一

あ

て

名

は
新

し

い

町

名

で

す
る
と
と
や
、
学
校

一

は、

市
社
会
制
祉
市
務
所
に
い
つ
も

一

へ
の
希
望
や
意
見
、
質
問
な
ど
学
校

-

お
り
ま
す
の
で
、
母
子
出
の
こ
と

一

1

1

1

1

1

1

1

1

1

-

-

-

-

教
育
に
関
す
る
こ
と
で
、
お
以
づ
き

-

で
お
困
り
の
と
き
、
泌
雌
な
く
と
州

二〉
郵
便
物
の
あ
て
名
が
新
川
い
り
み
だ

の
点
、
お
困
り
の
乙
と
が
あ
り
ま
し

一

ぷ
く
だ
さ
い
。
相
談
什
は
ご
山
ト
モ

一

れ
て
お
り
ま
す
と
、
仕
分
け
や
配
達

た
ら
、
お
気
軽
る
に
ご
相
談
く
だ
さ

一

子
さ
ん
で
す

D

一

が
遅
れ
る
こ
と
に
な
り
、
魚
津
郵
便

ぃ。

一-
I
l
l
l
i
-
-
1
1
1
11
1
1
1
1
1
-
一

局
で
は
、
新
し
い
住
所
の
街
区
符
甘

こ
の
相
談
所
は
、
毎
週
月
附
日

(
一一
今
月
の
市
税

一
一

と
住
居
番
号
を
利
川
し
、
新
配
達
万

r前
日
時

i
午
後
4
時
初
分
)
に
ひ

一
一

一

一

法
を
準
備
小
で
す
。

ち
か
れ
、
生
活
指
導
主
事
が
川相
談
に

一
一

固

定

資

産

税

第

一
期
分
一

一

み
な
さ
ん
が
日
間
使
わ
れ
る
住
所

あ
た
り
ま
す
。

ま
た
、
電
話
に
よ
る
二

納
期
限
は

6
月
1
日
で
す
一

一

や
郵
便
の
あ
て
名
は、

必
ず
新
し
い

川相談
で
も
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

一
一

一

一

住
所
で

A
き
ま
し
ょ
う
。

•• 
••. .
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加
入
者
が
死
亡
ま
た
は
疾
病
に
な
っ

た
と
き
は
、
毎
月
二
万
円
の
年
金
が

支
給
さ
れ
る
。

加
入
申
し
込
み
は
、
市
社
会
福
祉

事
務
所
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

中
度
精
神
薄
弱
児
童

に
も
支
給心

身
障
害
児
童
年
金

市
で
は
、

身
体
障
害
児
童

(
一
級

i
三
級
)
や
重
度
精
薄
児
童
の
保
護

者
に
年
額
六
千
円
の
年
金
を
支
給
し

て
い
ま
す
。
乙
と
し
か
ら
は
、
範
囲

を
広
め
て
中
度
精
薄
児
童
の
保
護
者

に
も
年
額
六
千
円
の
年
金
を
支
給
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
該
当
す
る

人
は
、
市
社
会
福
祉
事
務
所
へ
請
求

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い。

中
・
度
精
薄
児
童
は
、
他
人
の
介
添

え
に
よ
り
、
よ
う
や
く
自
分
の
と
と

が
処
理
で
き
る
状
態
に
あ
る
人
を
い

い
ま
す
。

-Uιu 

児
童
扶
養
手
当
な
ど
所
得

l
J

F

扶
義
手

状
況
届
は
6
月
時
日
ま
で

当
¥

特

別
児
童
扶
養
手
当
を
受
け
て
い
る
人

は
、
所
得
状
況
屈
を

5
月
未
か
ら
6

月
同
日
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

5
月
期
支
払
分
の
手
当
を
受
給
さ

れ
て
か
ら
証
書
と
印
鑑
を
お
持
ち
の

う
え
、
市
社
会
福
祉
事
務
所
で
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
手
続
き
を
し

な
い
と
手
当
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

な
く
な
り
ま
す
。

児
童
扶
養
手
当
は
、
父
、
母
が
雌

帰
し
た
児
童
、
ま
た
は
父
が
死
亡
、

廃
疾
、
生
死
不
明
の
よ
う
な
状
態
に

あ
る
家
庭
で
、
義
務
教
育
終
了
前
の

児
童
を
有
し
て
い
る
母
や
養
育
者
に

支
給
さ
れ
ま
す
。

斗
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マ
三
万
円
日
二
一
ケ
高
木
成
嗣
マ
二

万
円
日
上
村
木
西
浦
三

郎

マ

二
万

円
リ
本
江
大
江
敏
雌
マ
一
万
円
H

金
浦
町
東
金
目
之

マ一

万
円
H
中

央
通
り
一

丁
目
飛
世
良
己
マ

一
万

円
日
大
町
納
屋
久
之
助

マ
一
万
円

H
八
代
町
八
ツ
橋
牒
市

マ
一

万
円

日
金
山
谷
河
崎
浅
之
助

マ
五
千
円

日
鹿
野
野
間
庄

治

マ

五
千
円
H
蛇

田
高
島
栄
太
郎

マ
五
千
円
H
住
吉

船
崎
伊
三
郎
マ
五
千
円
H
住
吉
五

区
飯
沢
繁
雄
(
以
上
香
典
返
し
の

一

部
を
)

マ
五
千
円
H
金
太
郎
温
泉
内
茂
利
宗

玄
、
広
凌
兼
純
、
吉
本
芽
箆
マ
二

千
円
H
東
部
巾
一
年
生
代
表
土
井
秀

雄

マ

二

千
円
H
吉
島
高
村
田
鶴
子

マ

一
千
円
H
弥
源
寺
吉
田
サ
ト
子

い
ず
れ
も
社
会
福
祉
援
護
金

へ
寄

付
が
あ
り
ま
し
た
。

寄
駅

前

派

出

所

が

新

築

魚
津
駅
前
派
出
所
は
、
都
市
計
画

事
業
の
た
め
新
築
工
引
を
す
す
め
て

い
ま
し
た
が
、
こ
の
ほ
ど
先
成
、
刊

日
か
ら
仕
引
を
は
じ
め
ま
し
た
。
新

一

し
い
派
出
所
は
駅
前
広
場
の
南
側
に

一

辺
設
さ
れ
、
プ
ロ
ッ
ク
モ
戸
タ
U'
づ

く
り
平
家
建
て
三
十
凶
平
方

M
の
も

-

の
で
、工
事
費
百
五
十
万
円、
見
張
り

一

兼
事
務
室

や
宿
直
室

な
ど
が
設

一

け
ら
れ
て
一

い
ま
す
。

一

(
写
真
、

一

駅
前
に
新

一

築
さ
れ
た

轡
察
官
派

出
所
)

郵
便
局
の
定
額
貯

金
、
定
期
貯
金
の
利

子
が
、
4
月
却
日
か

ら
一
年
末
満

0
・
0

0
五
軒
か
ら

一
年
半

以
上

0
・
二
五
軒
ま

で
引
き
上
げ
ら
れ
ま

し
た
。

マ・
:
利
子
引
き
上
げ
は

長
期
金
利
に
重
点
が

お
か
れ
た
の
で
、
半

年
複
利
の
計
算
と
あ
い
ま
っ

て
、
ま

す
ま
す
長
く
お
け
ば
お
く
ほ
ど
有
利

と
な
り
ま
し
た
。

マ
:・
い
ま
ま
で
預
け
入
れ
さ
れ
て
い
る

定
額
貯
金
、
定
期
貯
金
に
つ
い
て
も

4
月
初
日
か
ら
自
動
的
に
新
利
率
で

計
算
さ
れ
ま
す
。

(魚
津
郵
便
局
)

定期貯金の利子

引き上げ

中
島
地
域
の
集
団
電
話

番

号

変

わ

る

中
島
地
域

(
上
中
島
、
下
中
島
)

の
集
団
電
話
は
、
4
月
別
日
(
月
)

午
前
川
時
か
ら
電
話
番
号
が
変
わ
り

ま
し
た
。

乙
の
中
島
地
域
の
集
団
電
話
番
号

は
、
三
局
四
×
×
×
番
、
三
局
五
×

×
×
×
番
と
な
り
ま
す
。
臨
時
電
話

番
号
簿
ま
た
は
番
号
案
内
係
(
一

O

四
番
)
で
お
た
す
ね
く
だ
さ
い
。

(
魚
津
電
報
電
話
局
)

県
で
は
、

危

険

物

取

扱

主

任

者

:
危
倹
胸
我
肢

の
試
験

主
hu
詐
土
日

験
を

6
月
引
日
(
日
〉
西
部
中
学
校
で

行
な
い
ま
す
。
受
験
希
望
者
は、

5
月

間
日
(土
)
ま
で
笛
山
県
消
防
課
へ
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
危
険
物

安
全
協
会
に
よ
る
特
別
講
習
会
は
6

月
8
日
、
予
備
諮
習
会
が
6
月
日
日

i
日
日
、
そ
れ
ぞ
れ
市
役
所
会
議
室

で
ひ
ら
か
れ
ま
す
。
く
わ
し
い
と
と

は
市
消
防
署
へ
お
問
い
合
わ
せ
を
。

5
月
の
歩
乙
う
会
は

歩
こ
う
会

叩
日
(
日
)
坪
野
|
古

山
熊
林
道
を
歩
き
ま
す
。
電
鉄
魚
津

駅
午
前
8
時
お
分
発
北
山
行
き
バ
ス

に
乗
車
、
北
山
で
下
車
、
眺
望
の
よ

い
坪
野
!
古
胞
熊
都
道
を
往
復
し
、

川
り
は
パ
ス
を
利
用
し
ま
す
。

八
日
曜
祭
日
の
当
番
医
〉

V
3
日
H

(尽
)
本
江
沢
ハ
外
斜
一医

院

(夜
)
大
光
寺
魚
作
似
ケ
正
病

院

V
5
日
H
(
毘
〉
住
吉
寺
崎
医

院
(
夜
)
緑
町
早
川
病
院

v
m

H
H

(
毘
)
中
央
通
り
二
丁
目
桝
附

似
院
(
夜
)
日
用
小
路
雌
附
医
院

V
げ
日
H

(
円
)
角
川
町
熊
西
医
院

(夜
)
肌
川
町
青
木
医
院

V
M
日

リ

(n)
江

μ
魚
作
神
経
サ
ナ
ト
リ

ュ
ウ
ム

(夜
)
火
の
宮
町
沢
口
内

科
医
院

V
引
日
H

(
同
日
)
北
鬼
江

福
間
病
院
(
夜
)
新
金
屋

一
丁
目

羽
田
医
院


